
議員は議案を審議・議決する以外に、
市政全般にわたり、市長や行政機関など
に対し、質問することができます。
市が行う事務の状況や将来に対する方

針などについての質問をし、報告や説明
を求めることをいいます。

Ｑ　一般質問はいつ行われるの？
Ａ　�原則3月、6月、9月、１２月の年4回の定例会
で行います。

Ｑ　質問時間はどのくらい？
Ａ　1人1回おおむね1時間以内です。

Ｑ　傍聴はできるの？
Ａ　�どなたでも傍聴できますので、議会事務局
で傍聴の手続をしてください。

一
般
質
問
と
は

議
会
Ｑ
＆
Ａ

�

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
進
党
）

助
け
て
と
声
を
挙
げ
ら
れ
な
い
子

育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
、
傾
聴
す
る

こ
と
で
親
の
気
持
ち
を
元
気
に
し
て
、

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
無
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
訪
問
型
家
庭
支
援

で
あ
る
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て
。
ア
養
育
支
援
訪
問
や
育
児
支

援
ヘ
ル
パ
ー
等
の
既
存
事
業
で
は
支

援
が
届
か
な
い
家
庭
が
あ
る
の
で
は
。

�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

❶
小
金
井
市
の
魅
力
を
作
り
出
し
、

人
口
流
入
を
図
る
教
育
施
策
の
新
し

い
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
教
育
長
の

認
識
は
。

教
育
長
　
小
金
井
市
の
今
後
の
課

題
は
、
質
の
高
い
教
育
活
動
の
内
容

の
一
層
の
充
実
と
教
育
環
境
の
整
備
。

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
方
の
力
を

学
校
に
取
り
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

❶
ア
４
月
の
市
民
説
明
会
で
は
、

新
福
祉
会
館
の
中
に
公
民
館
本
館
機

能
を
入
れ
る
べ
き
と
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
が
、
公
民
館
長
は
そ
の

立
場
に
立
っ
て
い
る
の
か
。
市
長
は
、

公
民
館
本
館
機
能
を
入
れ
る
こ
と
を

否
定
す
る
考
え
に
は
立
っ
て
い
な
い

と
理
解
し
て
よ
い
か
。
イ
市
民
検
討

委
員
会
や
公
民
館
運
営
審
議
会
で
の

イ
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
現
す

る
た
め
に
行
政
が
選
択
肢
を
示
す
べ

き
。
ウ
全
国
90
地
域
で
実
施
さ
れ
、

47
地
域
で
は
行
政
と
連
携
し
て
い
る

実
績
へ
の
評
価
は
。
エ
国
も
必
要
性

を
認
め
て
予
算
化
し
、
確
か
な
事
業

効
果
も
上
が
り
つ
つ
あ
る
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
事
業
を
実
施
で
き
な
い
理
由

は
。
オ
市
長
の
見
解
を
問
う
。

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取

組
を
、
小
金
井
市
で
も
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

❷
大
災
害
発
生
時
に
学
校
の
教
職

員
だ
け
で
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

は
可
能
か
。

指
導
室
長
　
学
級
担
任
１
人
が
40

人
近
い
児
童
・
生
徒
に
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
、
で
き
る
限
り
の
対
応
は

す
る
が
、
地
域
の
方
の
ご
支
援
が
あ

議
論
の
結
果
、
新
福
祉
会
館
の
延
床

面
積
が
３
千
500
㎡
を
超
え
る
も
の
と

な
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

と
理
解
し
て
よ
い
か
。

公
民
館
長
　
ア
現
時
点
で
内
容
に

関
わ
る
こ
と
、
他
の
計
画
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
、
確
定
的

な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
ア
現
時
点
で
市

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ア
行
政
の
手

の
届
き
に
く
い
家
庭
も
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
イ
行
政
だ
け
で
な
く
民

間
に
よ
る
子
育
て
支
援
が
重
要
。
ウ

活
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
エ
専
門
性
を

持
っ
た
者
の
支
援
の
拡
充
を
念
頭
に
、

今
後
も
考
え
て
い
く
。

市
長
　
オ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
課
長
級
の
人
事
を
配
置
す
る

な
ど
、
人
事
面
に
お
い
て
子
ど
も
家

庭
部
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
支
援
が
必
要
な
家
庭
に

手
を
差
し
伸
べ
る
取
組
は
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

れ
ば
安
全
確
保
が
よ
り
強
固
に
な
る
。

❸
避
難
所
運
営
協
議
会
の
早
急
な

設
置
に
向
け
た
支
援
の
現
状
は
。

地
域
安
全
課
長
　
避
難
所
地
域
を

基
本
に
設
立
し
、
地
域
の
垣
根
を
超

え
た
多
く
の
関
係
者
が
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
今
後
は
第
四
小
学
校
避

難
所
運
営
協
議
会
な
ど
、
先
進
事
例

を
参
考
に
、
他
地
区
で
も
組
織
化
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
小
中
一
貫
教
育
や
多
機

能
複
合
化
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
の

検
討
は
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

長
に
対
し
て
、
公
民
館
機
能
に
つ
い

て
判
断
い
た
だ
く
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
イ
新
施
設
建
設
計
画

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

１
つ
で
あ
り
、
３
千
500
㎡
程
度
を
上

限
の
目
安
と
し
て
い
る
。
財
源
の
裏

付
け
が
な
い
状
況
で
は
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

❷
学
校
給
食
の
無
償
化
は
食
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
欠
か
せ
な

い
施
策
で
あ
る
。
４
月
か
ら
の
値
上

げ
分
を
助
成
し
、
負
担
軽
減
を
。

学
務
課
長
　
市
全
体
の
財
政
運
営
、

総
合
的
な
施
策
の
中
、
新
た
な
財
源

の
確
保
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
あ

る
滑
り
台
が
安
全
基
準
に
適
合
し
な

く
な
っ
た
た
め
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
新
た
な
遊
具
設
置
を
検

討
し
な
い
か
。
イ
中
間
処
理
場
管
理

棟
西
側
の
場
所
を
公
園
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ウ
貫
井
北
町
は
公

園
が
少
な
い
。
実
際
に
数
値
で
の
地

域
間
格
差
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
政
策
や
計

画
も
財
政
の
裏
付
け
が
無
け
れ
ば
執

行
で
き
な
い
。
財
政
健
全
化
は
市
の

最
優
先
課
題
で
あ
る
。
市
民
１
人
当

た
り
の
額
を
多
摩
26
市
と
比
較
す
る

と
、
個
人
市
民
税
は
５
位
で
あ
る
が
、

法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
は
順
位

が
低
く
、
市
税
収
入
全
体
で
は
10
位

と
な
る
。
諸
交
付
金
、
国
・
都
支
出

�

篠
原
ひ
ろ
し
（
改
革
連
合
）

❶
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
で

市
の
歴
史
・
文
化
・
風
景
、
市
民
の

意
識
・
活
動
・
連
帯
等
を
表
現
し
た

「
市
歌
」「
市
民
の
歌
」
の
募
集
・

制
作
を
提
案
す
る
。
周
年
事
業
が
過

ぎ
た
ら
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
永
く

記
憶
に
残
り
、
市
民
の
共
通
意
識
、

結
び
付
き
を
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

役
所
の
中
だ
け
で
企
画
す
る
の
で
は

た
、
原
因
や
今
後
に
つ
い
て
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
ア
新
た
な
遊
具

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
と

れ
る
か
検
討
し
た
い
。

環
境
部
長
　
イ
地
域
の
要
望
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。
ウ

把
握
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
検
証
し
、

整
備
方
針
策
定
時
に
は
反
映
し
た
い
。

❷
東
京
２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
へ
の

市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。
ア
ボ
ル

金
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
で
は
最
下

位
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
歳
出
で
は
、
福

祉
の
予
算
で
あ
る
民
生
費
と
教
育
費

が
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ス
テ
ッ

プ
１
と
し
て
、
こ
の
現
状
を
認
識
し
、

ス
テ
ッ
プ
２
と
し
て
、
問
題
点
を
抽

出
し
、
ス
テ
ッ
プ
３
と
し
て
、
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

固
定
資
産
税
の
増
収
を
図
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
。
そ
の
際
、
用
途
地

な
く
、
多
く
の
市
民
に
祝
賀
事
業
の

提
案
募
集
を
投
げ
掛
け
る
姿
勢
が
あ

っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長
　
提
案
の
市
歌
制

作
は
周
年
事
業
と
し
て
魅
力
あ
る
取

組
な
の
で
研
究
を
進
め
る
。

❷
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
総
務
省
の

制
度
導
入
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
返
礼

品
競
争
と
な
っ
て
い
る
。
市
内
在
勤

の
市
外
在
住
者
も
市
民
の
税
金
で
整

ダ
リ
ン
グ
の
設
備
を
市
内
小
学
校
体

育
館
に
設
置
し
な
い
か
。
イ
機
運
醸

成
を
図
る
た
め
、
車
い
す
テ
ニ
ス
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

な
い
か
。

庶
務
課
長
　
ア
学
習
活
動
の
中
で

の
利
用
も
考
慮
し
、
体
育
館
へ
の
設

置
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
部
長
　
イ
意
識
醸
成
を

図
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
実
施
し
て
い
く
方
向
で
考

え
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
消
防
団
の
装
備
、
新
入

団
員
確
保
の
工
夫
、
自
助
・
減
災
の

ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

域
の
変
更
、
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
の

見
直
し
を
含
め
た
都
市
計
画
の
再
検

討
が
必
要
と
な
る
。
客
観
的
デ
ー
タ

を
基
に
し
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
改
定
す
べ
き
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長
　
本
市
は
、
他
市

と
比
較
し
て
商
業
・
工
業
系
の
用
途

地
域
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
平
成
33
年
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
の
際
に

は
資
料
を
提
出
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
新
庁
舎
・
新
福
祉
会
館

の
早
期
建
設
、
第
二
庁
舎
再
契
約
、

中
間
処
理
場
、
旧
福
祉
会
館
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

備
さ
れ
て
い
る
社
会
資
本
の
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
意
識
を
持
た
な
い
か
。

市
内
最
大
の
事
業
所
の
数
百
人
の
方

々
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
小
金

井
市
に
少
し
で
も
還
元
し
よ
う
と
思

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
我
が
市
の
施
策

展
開
に
プ
ラ
ス
に
な
る
。
市
内
在
勤

の
市
外
在
住
者
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

趣
旨
の
理
解
と
拡
充
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
小
金
井
市
民
が
他
自

治
体
へ
納
め
た
ふ
る
さ
と
納
税
額
は

ど
の
く
ら
い
か
。

企
画
財
政
部
長
　
市
民
税
の
控
除

額
は
、
平
成
26
年
は
約
１
千
960
万
円
、

平
成
27
年
は
約
１
億
670
万
円
で
あ
る
。

新
福
祉
会
館
内
に

公
民
館
本
館
の
設
置
を

市
の
魅
力
を
作
り
出
す

新
し
い
教
育
施
策
に
つ
い
て

孤
立
し
が
ち
な
家
庭
へ
の

支
援
政
策
を
問
う

市
60
年
記
念
事
業
で

「
市
歌
」の
募
集
を

財
政
健
全
化
へ
の
道
③

都
市
計
画
の
見
直
し

市
内
の
公
園
格
差
と

オ
リ
パ
ラ
機
運
醸
成
に
つ
い
て
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